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○目標のために取り組んだこと（個別施策）の進捗状況

分野別施策進捗状況点検シート６ がんの教育・普及啓発（１）がんに関する正しい知識の普及啓発
●は中間評価の時点で追加した指標■「がんの教育・普及啓発」の目指す姿■（第２期計画策定時に設定した目指す姿）○県民が、子どもの頃からがんに関する正しい知識を持ち、がんの予防や早期発見に注意を払っている。また、自分の身近な人ががんになっても、それを正しく理解し、向き合っている。○上記の目標を達成するため、がんについて学ぶことのできる機会が整備されている。

目 標 指指指指 標標標標 参考値または参考値または参考値または参考値または＜計画策定時基準値＞＜計画策定時基準値＞＜計画策定時基準値＞＜計画策定時基準値＞ 最新値最新値最新値最新値 進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況 備考備考備考備考（出典（出典（出典（出典NoNoNoNo））））（１）子どもたちが、「がん」を身近なものとして捉え、がんを予防する取組を実践することができる
がん診断や治療を通して、落ち込みや不安、恐怖など精神的なことで悩んだ人の割合（患者団体等を対象とした参考指標） ＜44.3%＞（H22) － 未調査 （２２）●がん検診を受けられる年齢になったら検診を受けようと思うと回答のあった生徒の割合（授業の前後で比較） － 中学生（Ｈ２６度） 高校生（Ｈ２７度） 最新値が今後の基準値となる （２４）70.0%（事前） 90.0%（事後） 82.0%（事前） 90.6%（事後）●将来、たばこは吸わないでいようと思うと回答のあった生徒の割合（授業の前後で比較） － － － 92.6%（事前） 93.5%（事後）●家族や身近な人とがんについて話し合おうと思うと回答のあった生徒の割合（授業の前後で比較） － 47.9%（事前） 67.8%（事後） 77.9%（事前） 84.0%（事後）

○目標（主に中間評価の時点で協議会で設定した目標）の進捗状況
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がんの教育・普及啓発進捗状況概要
○学校でのがんに関する正しい知識の普及啓発○学校でのがんに関する正しい知識の普及啓発○学校でのがんに関する正しい知識の普及啓発○学校でのがんに関する正しい知識の普及啓発・学校におけるがん教育の推進体制として、県及び教育委員会で検討を進め、平成２６年度には、医療分野の有識者を含む「がんの教育推進会議」を設置するとともに、関係者からなるワーキンググループを立ち上げ、正しい知識の普及啓発となる具体的な取組を検討した。・普及啓発のためのツールとして、中学生、高校生を対象とした教材となるリーフレットを作成し、モデル校での授業、教員を対象とした研修会の開催等を実施。・指標を見ると、リーフレットを活用した授業の前に比べ、授業後は、がんに関する回答が改善されている。○県民への普及啓発について○県民への普及啓発について○県民への普及啓発について○県民への普及啓発について・がんの症状や治療内容、緩和ケア等についての理解が深まるよう、がんネットならで掲載。・その他の施策でも啓発を実施。（「２がん患者等への支援」「４がん予防」分野に掲載。）（がんの教育部会からの意見）（がんの教育部会からの意見）（がんの教育部会からの意見）（がんの教育部会からの意見）・学校における取組としては、計画当初では、「普及啓発のための検討」が取組内容であったが、この３年間で、学校における教材（リーフレット）も完成し、一定の成果は得られた。・今後はリーフレットの中高生へのさらなる活用に加え、小学校への取組について検討が必要。

指標について気づいた点 ・目標達成した指標については新たな指標の検討必要。

分野別施策進捗状況点検シート６ がんの教育・普及啓発（１）がんに関する正しい知識の普及啓発
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